Cassidulinidae (Foraminiferida) from the Uppermost Cenozoic of Japan (日本最上部新生界産のカシドウリナ科有孔虫の研究) by 野村 律夫
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 論文審査の結果の要旨
 有孔虫の分類体系は1940年代にほぼ現行のものに近い体裁をとるに至ったが,高次分類群に
 ついての諸家の見解はまだ多岐に分れていた。これらを徹底的に吟味して総合したのが,現在
 広く採用されているLoeblichandTappanの体系(1964)である。しかしながら,これにおい
 てすら基準となる分類形質の評価が定まらず,階級的位置づけに問題のある分類群が一部残さ
 れ,今日でも混乱のもととなっている。本論文は,その焦点的課題のひとつであるCassiduIini・
 dae科を対象に,多角度から検討し,系統分類を試みたものである。
 一般にCassidulinaで代表される形態群は2列状の室群が旋回する特徴的配列様式をとる。
 これらの分類に際して,LoeblichandTapPanは殼壁の微細構造と口孔部を中心に発達する歯
 板構造の2形質を最重要視し,これらの相違ないし有無によって上科レベルで2群に分かち,
 系統的にかなワ離れたCassiduIinidaeとlslandiellidaeの2科を設立した。この分類体系の妥当
 性を検討するに当って,野村は先ず北は北海道より南は沖縄に至る最上部新生界の分布地域よ
 り広く化石資料を系統的に採集し,群集の種構成と種の層位的分布を明らかにした。これによっ
 てCassidulina形態群の2大地理区一一太平洋区と日本海区一一は,一部に例外を伴うもの
 の大きくは殼構造の異なる種群の地理的分化と見なされ,さらにその中で殼構造の変化が堆積
 物の粒度組成をよく反映している事実を明らかにした。
 殼および内部構造については,微細な殻の解剖方法を改良し,走査型電子顕微鏡,偏光顕微
 鏡を併用して観察した。この結果,殼組織を4型に,結晶単位と要素の配列と形態を4構造に,
 壁孔を5型に,殼表面装飾の構造的要素を3型に,さらに口孔を9型に分類した。これらの要
 素に加えて,従来用いられている各種の構造および形態要素を分類形質として採用し.分類階
 級と形質との関系を吟味することによって,Cassidulina形態群をlsIandiella,Cassidulinoides,
 Takayanagia(新属),Paracassidulina(新属),GIobocassidulina,Evolvocassidulina,Cassidu-
 Iina,Lernella,Burseolina,Ehrenbergina,Hastulina(新属)の11属に分け,これらをCassidulini・
 dae科として一括した。そして,この新体系の下で3新属,25新種を含む72種,2新亜種の綿
 密な記載を行った。
 以上は,従来混乱していたCassidulina形態群の分類形質に関する厳密な評価規準を提供し
 たにとどまらず,底生有孔虫の系統分類に対する大きな貢献であると評価される。これは野村
 律夫が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すものであ
 り,よって野村律夫提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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